
 

 

 

 

 

 

 

  ＥＢＳＰｔｏＬａｂｏＴｅｘ 

  ＥＢＳＰテキストデータをｌａｂｏＴｅｘで読み込めるファイルに変換 

  Ｖｅｒ３．０５ 

 

 

 

 

  ＯＩＭとＯｘｆｏｒｄデータをＬａｂｏＴｅｘ向けＳＯＲファイル作成 

  ＯｘｆｏｒｄデータをＴｅｘＴｏｏｌｓ向けにＯＩＭの Ang データに変換 

  ＢｒｕｋｅｒＥＢＳＤデータをＭＴＥＸ（Ａｎｇ）データに変換 
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2009/07/02   オックスフォード・インストゥルメント㈱データ変換チェック(Ver1.000) 

      説明追加（データフォーマット２とした） 

2010/11/29 ㈱TSL ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 追加 説明書(データフォーマット３) 

*Ver2.00  2017/01/23 Material 選択追加 

*Ver2.10  2017/01/26  Oxford 用に OIM-Ang データ変換 

*Ver2.11 2018/08/8  ID 文字数追加 

*Ver3.00 2020/10/13 入力データと出力データの angle<->rad がバラバラを修正 

 2020/10/18  Bruker(TXT)を MTEX(ang)に変換追加 

*Ver3.03 2020/10/26 画面整理 

*Ver3.05  2021/01/05 IQ 値の取入れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 ＥＢＳＰではＸＹマッピング的に測定したオイラー角度を元に、方位解析が行われている。 

この測定データをテキストデータとして取り出し、データ変換してｌａｂｏＴｅｘで読み込める 

ようにする。読み込めるデータはｃｓｖデータです。 

ＥＢＳＰ機種により取り出せるテキストデータは異なる事が予想されるので、汎用的に使えるよ

う工夫した。 

本ソフトエウアで読み込めない場合、ご連絡下さい。 

又、EBSD の ODF 解析結果は、LaboTexODFFile ソフトウエアで LaboTex で読み込めます。 

起動 

 ODFPoleFigurte2(ODFPOleFigure1.5)ソフトウエア Tookit－＞SoftWare 

  

  EBSDtoLaboTex を選択 

  



 

データフォーマット１の場合 

 

                             Select File    ４              Out data Line   8 

  

 

 

   オイラー角度ψ１ １１                    １０ 

 

   オイラー角度Φ   １３ 

 

    オイラー角度ψ２   １２ 

 

 

 Out data Line      変換開始行 

 Select File    変換開始行データの良否判断列 

  (ID)    複数の Phase 登録がある場合 Phase 指定 

 オイラー角度（ψ１、Φ、ψ２） 

    Select File 列が零以外の行のオイラー角度が変換される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェックデータ    



 

データフォーマット１の場合のデホルト画面 

  

   ＩＱ＝０は、重みを１．０とする 

Ｆｉｌｅ－Ｌｏａｄ 

 ＥＢＳＰのｃｓｖファイルを指定 

  

 ファイル指定で、ファイルの先頭から Check data Line までの表示 



 ファイル名の表示を行います。 

  

 

 

 LaboTex 向け SOR ファイル作成 

   TexTools 向け OIM の Ang フォーマット作成 

 Bruker-＞MTEX 

 

変換を開始し、変換完了で Complete を表示 

 

変換ファイルは指定したファイルと同じディレクトリに同一ファイル名で 

拡張子はそれぞれ、SOR,Ang で作成される。 

 

 

 



データフォーマット２の場合（オックスフォード・インストゥルメント㈱より） 
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データフォーマット 2 の場合のデホルト画面 

 

SelectFile SElectID 

OutDataLine P(φ1) F(Φ) P2(φ2) 



ファイルをｌｏａｄする。 

 

 

で変換を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



データフォーマット３ 

# TEM_PIXperUM          1.000000 

# x-star                0.481100 

# y-star                0.647000 

# z-star                0.564700 

# WorkingDistance       15.000000 

# 

# Phase 1 

 

 省略 

#SCANID:   

# 

  3.93910   1.84910   4.91315      0.00000      0.00000  377.4  0.006  0      1  1.973  

  1.48585   0.98494   5.63135      2.00000      0.00000  356.9  0.006  0  32767  2.446  

  3.83560   0.94878   3.65601      4.00000      0.00000  350.2  0.012  0  15859  2.173  

  3.05284   0.94230   1.30465      6.00000      0.00000 1393.3  0.794  0  12933  0.652  

  3.04085   0.94468   1.31030      8.00000      0.00000 1220.0  0.721  0   8999  0.901  

  3.04811   0.93653   1.30866     10.00000      0.00000  953.5  0.782  0   9258  0.679  

  2.89880   0.81277   0.95428     12.00000      0.00000  566.7  0.261  0  17246  1.689 

の場合 

  

 



ＬａｂｏＴｅｘでの読み込み 

 ＥＰＦ－＞ＳＯＲに変更 

 

 

ファイル指定で Create of ODF from Single Orientation Data を始める 



 

 

間違いがないことを確認して、ＲＵＮ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｏｘｆｏｒｄデータを Ang データに変換しＴｅｘＴｏｏｌｓで処理 

  

  

  

  

ＡｎｇデータをＯＩＭとして 

読み込む 

読み込むと計算が始まる。 

 



  

  

 

 

 GPODFDisplay で表示(平滑化なし) 

 

計算結果の出力ファイルを 

指定 

 

ＯＤＦ図を描画 



実際の EBSD データ 

EBSD データは XRD に比べ、結晶粒数が少ない 

GPODFDisplay ソフトウエアで表示、平滑化 

 読み込んだままの ODF 図   平滑化を行った ODF 図 

 

 VolumeFraction は、平滑化前データでも評価は可能 

 

１／４対称操作 ODF 図（φ1：0->360 を 0->90 に変換） 

 

 



Ｂｒｕｋｅｒフォーマット 

 

 

 

ＭＴＥＸ変換フォーマット 

 

 

  Phi1      PHI      phi2         X(I)         Y(i)      x      y     Phase     

 

         


